
餅などによる窒息事故に
注意しましょう

が
5
倍
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

肥
満
は
、
血
糖
を
下
げ
る
イ
ン
ス
リ

ン
が
効
き
に
く
く
な
る
こ
と
か
ら
も
、

朝
食
を
食
べ
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

た
だ
し
、
朝
食
を
食
べ
れ
ば
、
ど

ん
な
食
事
内
容
で
も
良
い
と
い
う
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
食
物
繊
維
の
多

い
野
菜
や
た
ん
ぱ
く
質
を
含
む
卵
、

肉
な
ど
を
先
に
食
べ
て
、
最
後
に
炭

水
化
物
と
い
う
順
番
で
、
ゆ
っ
く
り

よ
く
か
ん
で
食
べ
る
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
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の
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や
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事

の
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も
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は
1
日
の
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ル
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を
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、
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の

欠
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は
日
本
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の
糖
尿
病
を
引
き
起
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す
危
険
度
を
2
倍
に
し
て
い
る
と

い
う
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
は
朝
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か
。
今

一
度
、
朝
食
の
大
切
さ
を
考
え
て
み

ま
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う
。
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ず
、
朝
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を
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す
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と
、
血
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を
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ン
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が
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に
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り
、
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後
の
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糖
が
急
激

に
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。
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食

を
食
べ
た
方
が
、
1
日
の
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糖
は
安

定
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。
食
後
の
血
糖
の
上
昇
幅

が
大
き
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と
、
血
糖
を
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た
め

に
余
分
に
イ
ン
ス
リ
ン
を
出
そ
う
と
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て
す
い
臓
が
疲
れ
て
し
ま
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す
。

さ
ら
に
、
欠
食
が
続
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と
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が
エ

ネ
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不
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の
危
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を
予
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て
、

貯
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満
に
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みちした こうすけ

七尾警察署
七尾鹿島防犯協会
☎53-0110

七尾鹿島消防本部
☎53-0119輝け！
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ト
ラ
ベ
ル
愛
ラ
ン
ド
株
式
会
社
で

企
業
の
社
員
旅
行
や
修
学
旅
行
な
ど
、

団
体
旅
行
の
営
業
を
し
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？

　
ド
ラ
イ
ブ
と
一
人
旅
で
す
。
自
由

気
ま
ま
で
、
一
人
の
時
間
を
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
過
ご
せ
ま
す
。
特
に
印
象

的
だ
っ
た
の
は
栃
木
県
の
日
光
で
、

東
京
か
ら
2
時
間
ほ
ど
で
行
け
る
の

に
、
秘
境
と
も
い
え
る
雄
大
な
自
然

が
味
わ
え
て
感
動
し
ま
し
た
。

◆
理
想
の
人
は
？

　
七
尾
で
長
年
働
き
続
け
る
全
て
の

人
た
ち
で
す
。
過
疎
化
が
進
む
地
方

で
地
元
の
た
め
に
頑
張
り
続
け
る
皆

さ
ん
の
姿
が
、
自
分
に
活
力
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。

◆
七
尾
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

　
郷
土
愛
が
強
い
人
が
多
い
と
こ
ろ

で
す
。
保
守
的
で
何
事
に
も
控
え
め

で
す
が
、
忍
耐
強
い
。
そ
う
い
っ
た

七
尾
ら
し
い
人
の
気
質
が
、
変
わ
ら

な
い
七
尾
を
残
し
て
く
れ
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

◆
将
来
の
夢
は
？

　
能
登
・
七
尾
を
元
気
に
す
る
こ
と

で
す
。
大
学
を
卒
業
し
、
能
登
の
魅

力
を
伝
え
よ
う
と
関
東
の
旅
行
会
社

に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
地
元
で
働

く
こ
と
自
体
が
地
元
の
た
め
に
な
る

と
気
付
き
U
タ
ー
ン
就
職
し
ま
し
た
。

仕
事
で
も
地
域
の
こ
と
で
も
、
で
き

る
こ
と
か
ら
挑
戦
し
て
能
登
に
必
要

な
人
材
に
な
り
た
い
で
す
。
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　110番は警察官が通報者の元へ、いち早く
駆け付ける最良の手段です。質問が続いても、
すでに警察官を向かわせる手配は済んでいます。
　慌てず落ち着いて質問に答えてください。

緊急の事件・事故は
110番

餅などによる事故を防ぐポイント

110番通報のポイント

年末年始には餅料理を食べる機会が多くなり、
毎年12月から1月にかけて餅などによる窒息事故
が増えるので注意が必要です。

七尾鹿島管内でも毎年、餅や
こんにゃく、団子などを喉に詰
まらせて救急搬送される人が多
くいます。

①餅は小さく切って、食べやすい大きさにしましょう。
②急いで飲み込まず、ゆっくりとかんでから飲み込みましょう。
③乳幼児や高齢者と一緒に食事をする際は、適時食事の

様子を見るなど注意を払うよう心掛けましょう。
④いざというときに備え、応急手当の方法をよく理解し

ておきましょう。

①まず咳をすることが可能であれば、できる
限り咳をさせます。

②咳もできずに窒息しているときは、年齢
や性別に関係なく実施可能な背部叩
打法（はいぶこうだほう）を行いましょう。

●運転中の場合は、車を安全な場所に止めてから
●通話中は移動しないで
　…通話が途切れたり、現場に向かった警察官に

　会えなくなったりします。
●電源は切らないで
　…折り返し電話をすることがあります。

呼び掛けて反応があれば

反応が無ければ心肺蘇生法を実施してください。七尾鹿島消防本部では普通救命講習を開催しています。

背部叩打法（はいぶこうだほう）

手の付け根手の付け根

手の付け根で叩きます。手の付け根で叩きます。

傷病者の胸に手を当てます。傷病者の胸に手を当てます。

背
中
を
叩
き
ま
す
よ
。

背
中
を
叩
き
ま
す
よ
。

頭を下げます。頭を下げます。

肩甲骨肩甲骨

両肩甲骨の間を叩く。両肩甲骨の間を叩く。

～1月10日は110番の日～

①何があったか…………交通事故・泥棒など
②いつあったか…………何時ごろ
③どこであったか………町名、番地、目立つ建物など
④相手のこと（犯人など）… 性別、年齢、身体特徴、服装、
　　　　　　　　　　　車のナンバーなど
⑤今どうなっているか…被害状況、事故の様子など
⑥あなたのこと…………住所、名前、電話番号、
　　　　　　　　　　　事件・事故との関係 緊急を要しない相談や悩み事は警察の相談

ダイヤルへ  ＃9110

携帯電話から110番するときは
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